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る問題を考察し、第 ₃ 節では software開発の単純なmodel分析を行い、これを































 3） たとえば、KINGSOFT Ofﬁce ₂₀₁₀はその一例といえる。ただし、こうした softwareは機
能面において、当然ながらMicrosoft社Ofﬁceに対する完全な互換性はない。
 4） ₂₀₁₀年 ₄ 月時点のAmazon.co.jpにおける価格では、Microsoft Ofﬁce ₂₀₀₇ Professionalが
₄ 万₈,₉₈₀円に対して、旧版であるMicrosoft社のOfﬁce Professional Edition ₂₀₀₃（発売
当初、 ₅ 万₉,₈₀₀円）が ₈ 万₈,₄₈₀円となっている。
 5） たとえば、http://gigazine.net/news/₂₀₁₆₀₆₀₃-windows-₁₀-upgrade/参照。
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を満たすような  が開発費用として決定される。このような値を  とすれ
ば、（₃.₂）によりこれは有限正で一意的に存在することがいえる。
この機能水準決定のようすは₃.₁図に示すことができる。そこでは横軸と縦
軸がそれぞれ開発費用  と収入  となり、そこに開発関数  が右上がりで



































































のように  と  の二つの ₂ 面でとらえる。前者については、初版では  で
あったが、その後において、これが正の値となる環境が出現したと解釈でき








































はやがて落ち着き、  と  はなんらかの値に定まると仮定できよう。
改訂版開発において  と  の二つ値が与えられると、利潤が最大になるよ
うな開発水準  が決まる。すなわち
  （₄.₂）






を満たす  が選択される値になる。この場合、  は  の値から独立して  のみ
に依存している。そこでこの利潤最大となる  を  としよう。
そこでまず、初版完成直後の場合を想定すると、あきらかに改訂版開発能力
がもっとも低い。つまり、  は ₀ 値に近いが、負の評価を示す  の値はきわめ












をえる。ただし、  は  の逆関数である。かくて、  が上昇すれば、その
分に相当する値だけ最適な開発費用は低くなる。
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  （₄.₈）
となる。よって  とともに利潤が（最初は負の値をもちながら）高くなる。








これは  を所与とした場合、  のもとで
  （₄.₁₀）
とも言い換えることができる。所与の のもとでのこうした改訂版開発での
利潤と  との関係は₄.₂図の直線  のように描かれよう。ただし、この図













改訂版開発関数の特性を示す  ならびに  はお互いに関係をもつと考えら
れよう。まず、初版直後では改訂版機能を示す  は低い値をとり、一方では
改訂版への評価引き下げ幅を示す  の値は大きな値をとる。そして、  の値が
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といえよう。ただし、  は初版時、すなわち改訂版機能がない場合での評価
引き下げ幅を示す初期値としている。



























かくて、時間  を横軸にとり、  および  は₅.₁図のような曲線を描
く。ただし、  は  と  の ₂ つの caseを想定している。後者は前者
より右に位置している。これは改訂版への評価が上昇するには時間がかかる
caseを意味する。
₅.₁図では  曲線が  曲線と点  で交差し、この時点  で利
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  （₅.₄）
となる。ただし、  は一定の割引率を示す。  に対応する  を
（ただし、 ）とすれば
  （₅.₅）
であり、需要側がえる利益は  の高い  の方が  にくらべて大き
い。しかし一方、  曲線が所与とした場合、  が  曲線にしたが
うならば、  時点までまたないと改訂版開発による利潤が非負とならない。























したがって、初版供給時点から  が  曲線に沿って変化して行くが、開発
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An Economic Analysis of the Revision of Software
 Takayuki Kami
ABSTRACT
A Software for PCs is developed and supplied to a market as the ﬁrst 
version, and used by demand side users with getting a certain evaluation.　
But its revised edition tends to be supplied to the market for a short 
period.　This causes some surplus loss to user of the ﬁrst edition, or 
compels them to buy the revised edition.　This article try to analysis 
these problems.　While the ﬁrst edition of software is developed under a 
market competition, the software ﬁrm has a monopoly power for 
developing and also supply of the revised edition of it.　So, the ﬁrm 
might exploit a consumer surplus of the ﬁrst edition users.
Keywords： Intellectual Property; Software; Monopoly.
JEL Classiﬁcation Numbers：O₃₄; L₈₆; L₂₁.
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